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安心して過ごせる避難所に

　新型コロナウイルスの感染拡大を防止するとともに、感
染拡大の影響を受けている地域経済や住民生活を支援し、
地方創生を図るため、国では各地方公共団体へ「新型コロ
ナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」を交付してい
ます。

令和 2年度に実施した

新型コロナ対応地方創生臨時交付金活用事業安心して過ごせる避難所に

災害時に多くの市民が身を寄せる避難所での集団感染リスクを減
らし、市民が安心して避難できる環境を整備することを目的に、
段ボールパーテーション、非接触型体温計、エアベッドなどを購
入しました。

事業名 担当課 令和２年度活
用見込額

プレミアム付商品券事業 産業経済課 1億 600万円

感染拡大防止対策支援事業 産業経済課 3,050 万円

事業継続支援事業 産業経済課 250万円

テレワーク・サテライトオフィス
ネットワーク整備事業 秘書広報課 3,048 万 8千円

手作りマスク製作事業 地域推進課 15万 9千円

新型コロナウイルス感染症対応に
係る時間外勤務手当 総務課 163万 2千円

職員採用試験におけるWEB面接
導入事業 総務課 39万 6千円

庁舎管理事業 財政課 32万 6千円

申告相談時における新型コロナ
ウイルス感染症予防対策事業 税務課 433万 4千円

窓口における感染症予防事業 市民窓口課
税務課 553万 9千円

感染症 BCP策定事業 健康増進課 209万円

ごみ袋配布事業 生活環境課 588万 2千円

事業名 担当課 令和２年度活用
見込額

小中学校熱中症対策事業 学校総務課 773万 5千円

マスク・消毒液供給事業 健康増進課
介護福祉課 1,154 万８千円

次亜塩素酸水配布事業 財政課
健康増進課 115万９千円

WEB会議システム導入事業 秘書広報課 112万 4千円

WEB コミュニケーションツール導
入事業 秘書広報課 11万 9千円

公共的空間安全・安心確保事業 議会事務局 9万 9千円

雇用継続支援事業 産業経済課 500万円

中小企業等相談窓口設置事業 産業経済課 52万 8千円

自転車駐車場学生利用者助成事業 生活環境課 38万 1千円

乳幼児施設健診事業 健康増進課 240万 9千円

地域交通支援事業 都市計画課 750万円

高齢者配食サービス支援事業 介護福祉課 31万 5千円

事業名 担当課 令和２年度活用
見込額

災害時における感染症予防対策事業 防災課 1,606 万円

夏用（接触冷感）マスク配布事業 学校総務課 192万 1千円

給食キャンセル食材代金支払事業
（３月分） 学校総務課 51万 7千円

給食キャンセル食材代金支払事業
（４・５月分） 学校総務課 382万 7千円

給食費無償化事業（６月分） 学校総務課 1,862 万 1千円

給食費半額免除事業（８月分） 学校総務課 974万 9千円

学校行事延期経費支弁事業 教育指導課 142万 9千円

夏季休業短縮に伴う授業補助員拡充
事業 教育指導課 355万 1千円

図書館安全・安心確保事業 生涯学習課 313万 5千円

活用見込合計額 4億 6,026 万円

事業名 担当課 令和２年度活用
見込額

子育て支援室コラボメニュー開発事業 こども課 85万円

子育て世帯応援金事業 こども課 9,374 万 8千円

子育て特別応援金事業 こども課 148万 2千円

子育て世帯臨時応援金事業 学校総務課 189万円

相談支援体制強化事業 こども課 58万 6千円

スクールバス運行業務委託事業 学校総務課 725万 5千円

小中学校消毒事業 学校総務課 891万 8千円

フェイスガード購入事業 学校総務課 107万 3千円

就学援助費拡大事業 学校総務課 36万 7千円

小学校校内通信ネットワーク整備事業 学校総務課 3,546 万 3千円

中学校校内通信ネットワーク整備事業 学校総務課 2,022 万 7千円

体温計測カメラ設置事業 財政課 182万 8千円

　現在まで、第一次および第二次の交付金が交付されてお
り、市では下表の事業に活用しています。
　なお、今後、第三次分の交付が予定されており、現在、
活用事業について精査中です。こちらにつきましては、決
まり次第お知らせします。

子育て支援室と飲食店でメニュー開発子育て支援室と飲食店でメニュー開発

飲食店の売り上げ回復および地域特産品による地域活性化を図る
ことを目的に、子育て支援室と市内飲食店の共同により、市内農
産物などを使用したテイクアウトメニューを考案し、動画配信な
どにより積極的に PR を行いました。

問 伊奈庁舎企画政策課　（内線1204）

学校に自販機設置で熱中症対策学校に自販機設置で熱中症対策

水道の蛇口に触れることによる接触感染防止および夏休み短縮による熱中症
対策を行うため、小中学校に自動販売機を設置し、児童生徒にペットボトル
の冷たい水を提供しました。自動販売機から児童生徒が自ら水を受け取るこ
とができるため、学校側の負担が軽減でき、また、飲み残しをなくすよう、
550ml と 280ml の２種類から自由に選べるようにしました。

※活用見込額は、事業の進捗状況等により変動します。　※事業の詳細については、担当課へお問い合わせください。

（令和３年１月末現在）

プレミアム付商品券を販売プレミアム付商品券を販売

市内における消費を喚起し、地域経済の回復を
図るとともに、市民の皆さんの家計への負担軽
減を図るため、7,000 円分の買い物ができる商
品券を 5,000 円で販売しました。

（プレミアム付商品券事業）

（小中学校熱中症対策事業）

（災害時における感染症予防対策事業）

（子育て支援室コラボメニュー開発事業）

つくばみらい市商工会 有効期限：令和２年 11月 30日

子育て世代をバックアップ子育て世帯をバックアップ
（子育て世帯応援金事業、子育て特別応援金事業、子育て世帯臨時応援金事業）

〇支給対象世帯
　・子育て世帯応援金事業	 ０歳～ 18 歳の児童などのいる世帯
　・子育て特別応援金事業	 児童扶養手当受給世帯（ひとり親世帯など）
　・子育て世帯臨時応援金事業	 小中学生のいる経済的にお困りの世帯

学校の休校や外出自粛などにより経済的負担
が増加している一方、収入が減少している世
帯も少なくないことから、子育て世帯の生活
を支援するため、応援金を支給しました。
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